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論文内容の要旨
本論文は，有限状態言語聞の翻訳ならびに (Context free language) の認識と構文解析に関する研究
を取りまとめたものであって，緒論，第 l 編，第 2 編および結論から成っている。さらに第 l 編およ
び第 2 編はいずれも 6 章より成っている。
緒論においては，本研究分野における従来の研究と，本論文 lこ示されている研究結果を概説し，本
論文の地位を明らかにしている。
第 l 編には，有限状態言語聞の翻訳に関する研究について述べられている。
第 1 編第 1 章には本編に取り上げる研究課題に関する従来の研究と，本文に示されている新しい研
究結果を概説している。
第 2 章は諸定義を示したものである。
第 3 章には，普通の順序回路 (csm) による写像について論じられている口すなわち，二つの有限
状態言語が LA， LB が与えられたとき，
条件( 1) :写像 M は LA から LB の上への l 対 1 対応で ， M~l は M の逆写像である。
条件 (2) : M および M~l は csm により実現される。
を満たす写像が存在するか否かを判定し，存在するならば一つの翻訳機を与える能率的なアノレゴリズ
ムが示される。これから，翻訳可能かどうかによって有限状態言語全体を類別し，各類を代表する状
態数最小の標準言語が簡単な子続きによって求められている。
第 4 章ならびに第 5 章には，一般化された順序回路 (gsm) による写像について論じられている。す
なわち，二つの有限状態言語 LA' LB' が与えられたとき，
条件( 1) :写像 M は LA から LB の上への 1 対 l 対応で ， M~l は M の逆写像である口
条件( 11) :写像 M は LA から LB の上への写像である。
-308 
条件( 2) : M (および M-l) は gsm により実現される。
なる条件のうち，条件( 1) (または( 1')) , (2) をみたす写像が存在するための必要十分条件が求
められている。なお，前章と同様に gsm ~こより翻訳可能かどうかによって有限状態言語を類別し，
各類を代表する状態数最小の標準言語が簡単な手続きによって求められることが示されている。
第 6 章には，結論が述べられている。
第 2 編には CFL の認識と構文解析に関する研究が述べられている。
第 2 編第 l 章には本編に取り上げる研究課題に関する従来の研究と，本論文に示されている新しい
研究結果を概説している。
第 2 章には諸定義が示されている。
第 3 章には，一般の CFL が文章の長さを n としたとき，がに比例する操作数以内で認識可能なこ
とが示されている。なお， CSL (Context sensitive language) の認識への拡張についても述べられてい
る。
第 4 章には， CFL の構文解析に関し，前章 lと示された認識の方法に基づく能率的な構文解析のア
ルゴリズムが示されている。
第 5 章には， リニア言語およびメタリニア言語をその一部として含む CFL のある部分族 L につい
て，任;まの L に含まれる言語は n2 に比例する操作数以内で認識可能なことが示されている。
第 6 章には結論が述べられている。
論文の審査結果の要旨
本論文に述べられている研究の業績は次のように要約される。
( 1 ) 第 l 編の有限状態言語の翻訳に関して， csm ならびに gsm による写像が存在するための必
要十分条件を求め，これによって有限状態言語全体を類別し，各類を代表する状態数最小の標準言語
を求めている o gsm による写像問題に関しては， Ginsburg 等が解の存在することは示していたが，
具体的に存在する必要十分条件を示したのは本文が始めである。
( 2 ) 第 2 編の CFL の認識と構文解析に関しては， CFL が n3-recognizable であることを簡単明
快な方法で示し，一部拡張されたリニア言語についても n2-recognizable であることをも示している口
またある種の CSL ~こ対する応用についても述べられており，これはこの方面の研究に対して小さ
な光を与えたものということができる。
以上のように，本論文は電子工学に寄与する点が多いので，博士論文として価値あるものと認め
る。
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